
屋根：塗装溶融55％ ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金ﾒｯｷ鋼板  t=0.8 H=85 折板葺き

屋根：塗装溶融 55％ ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金ﾒｯｷ鋼板 t=0.8 H=85 折板葺き

見切り：アルミジョイナー

W=100

屋根材同材

シーリング凡例

MS-2 15× 15 を示す

化粧けい酸カルシウム板 t=6

壁：LGS65+GB-R t=12.5下地
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図面番号縮　　尺年 月 日(仮称)市役所ターミナル上屋等整備工事

待合・トイレ 矩計図、部分詳細図
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幕板：塗装溶融55％ ｱﾙﾐﾆｳﾑ
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幕板：塗装溶融 55％ ｱﾙﾐﾆｳﾑ
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屋根カバー:塗装溶融55%アルミニウム
亜鉛合金メッキ鋼板  t=0.8

　　　亜鉛合金ﾒｯｷ鋼板  t=0.8 

幕板：塗装溶融 55％ ｱﾙﾐﾆｳﾑ

MS-2 15× 15 を示す

シーリング凡例

水切り：

外壁 :押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60(ﾌﾗｯﾄ)

アルミ製 t=2.0曲げ加工

アルミ既製品(壁同色) アルミ既製品(壁同色)
外壁:押出成形 ｾﾒﾝﾄ板 t=60(ﾌﾗｯﾄ)

t=50ウレタン塗膜防水

床：モルタル金鏝

MS-2 20× 10 を示す

MS-2 15× 15 を示す

シーリング凡例

一級建築士事務所登録 東京都知事登録第2836号

パシフィックコンサルタンツ株式会社
東京都多摩市関戸一丁目７番地５   TEL 042(372)7224

一級建築士 大臣登録 第282691号
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△ 平均地盤面（DL+1.339）

軒天：FK t=6.0 EP

軒天：FK t=6.0 EP塗装

軒天：FK t=6.0 EP塗装 軒天： FK t=6.0 EP塗装

軒天： FK t=6.0 軒天： FK t=6.0 EP塗装

竪樋 :硬質塩 ﾋﾞ管 75φ

　　  ｽﾃﾝﾚｽ製支持金物＠1,000

軒天： FK t=6.0 EP塗装

天井： FK t=6.0

天井：GB-R t=9.5下地  ロックウール化粧板 (DR)t=9 張り

ロックウール化粧板(DR)t=9 張り 　　　ロックウール化粧板(DR)t=9 張り
　　　ロックウール化粧板 (DR)t=9 張り

天井： GB-R t=9.5下地  ロックウール化粧板(DR)t=9 張り 天井： GB-R t=9.5下地  ロックウール化粧板(DR)t=9 張り
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分館側ターミナル上屋 矩計図、部分詳細図
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H=85 折板葺き
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　　　　　 亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.8

MS-2 20× 10 を示す

MS-2 15× 15 を示す

シーリング凡例

特 記 事 項

※鉄骨表し部分はＤＰ塗装(フッ素樹脂塗装)とし、表し以外の部分はサビ止め塗装とする。

一級建築士事務所登録 東京都知事登録第2836号

パシフィックコンサルタンツ株式会社
東京都多摩市関戸一丁目７番地５   TEL 042(372)7224

一級建築士 大臣登録 第282691号

手塚　勝

6
0

鉄骨表し DP(フッ素樹脂塗装 )

上 屋車 道

鉄骨表し DP(フッ素樹脂塗装)

ベンチ(別途工事 )

2
,
9
5
0

1
5
0

1 ,800 6,880 1,800

10,480

2
,
7
0
0

▽設計ＧＬ（DL+1.30）

通路：アスファルト舗装

(別途工事)

800

S=1/30分館側ターミナル上屋 矩計図

800

　　　支持金物＠1,000
竪樋：鋼管80φ  DP塗装 (白色)

800

1
,
2
0
0

1
0
0

5
0

30 30 △歩道レベル

根巻きモルタル t=30

bX1 bX2

2
0
0

2
0
0

2
,
1
0
0

屋根：塗装溶融55%アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.8

100
3

100
3

3
7
5

1,800 1,800

3
7
5

大梁天端

屋根天端

3
7
5

　　　　亜鉛合金めっき鋼板○ア 0.4加工

H=85 折板葺き

5
,
2
7
5

2
,
2
0
0

1
,
8
0
0

5
,
2
7
5

(別途工事 )
枡

1
5
0

▽車道レベル

▽設計ＧＬ（DL+1.30）

(別途工事)
枡

2
0
0

鉄骨表し DP(フッ素樹脂塗装)

500.9

アクリル焼付け塗装

アルミルーバー：□－ 25× 135＠ 150

250 1,550

2
0
0

6
0
0

幕板：塗装溶融55%アルミニウム
亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.8

2501,550

1,600 2001,600200

4
,
5
0
0

1
0
0

1
,
9
5
0

　 　　亜鉛合金めっき鋼板○ア 0.4加工

水切：塗装溶融55％アルミニウム
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天井： FK t=6.0 EP塗装
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分館側ターミナル上屋 天井ＦＫ t=6.0 EP　詳細図　　　　　　　　

車
道

・
歩

道
境

界
線

車
道

・
歩

道
境

界
線

4 00

6,561.5

1,530.83,5001,530.8
バス待ち幅員 バス待ち幅員通路部分の有効幅員

ステンレス製防塵網
ステンレス製防塵網



Lst-30× 30× 3.2ｔ通し

屋根カバー :塗装溶融55%アルミニウム
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図　　名工 事 名

本館側ターミナル上屋 矩計図、部分詳細図

MS-2 15× 15 を示す MS-2 15× 15 を示す MS-2 15× 15 を示す

2014.  .  
図面番号縮　　尺年 月 日(仮称)市役所ターミナル上屋等整備工事
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本館側ターミナル上屋 矩計図 S=1/30 MS-2 20× 10 を示す
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シーリング凡例

S=1:10 S=1:10

A-201/10・30

軒先（桁行方向 X1通り）部分　詳細図　　　　　　　　 軒先（桁行方向 X2通り）部分　詳細図　　　　　　　　 S=1:10軒先（桁行方向 X4通り）部分　詳細図　　　　　　　　

屋根：塗装溶融55%アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.8
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H=85 折板葺き

屋根カバー:塗装溶融 55%アルミニウム

亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.8
幕板：塗装溶融55%アルミニウム
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屋根：塗装溶融55%アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板 t=0.8
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特 記 事 項

※鉄骨表し部分はＤＰ塗装(フッ素樹脂塗装)とし、表し以外の部分はサビ止め塗装とする。

Lst-30× 30× 3.2ｔ通し Lst-30× 30× 3.2ｔ通し

PL-5.0t 曲物

鉄骨表し DP(フッ素樹脂塗装)

サイン取り付け下地

竪樋：鋼管80φ  DP塗装 (白色)
　　　支持金物＠1,000

鉄骨表し  DP(フッ素樹脂塗装 )

サイン取り付け下地

　　　支持金物＠ 1,000
竪樋：鋼管80φ  DP塗装 (白色)

水切り：塗装溶融55％アルミニウム
　　　　亜鉛合金めっき鋼板○ア 0.4加工

W=150
エプロン面戸

W=150
エプロン面戸

W=150
エプロン面戸

シーリング凡例シーリング凡例シーリング凡例

一級建築士事務所登録 東京都知事登録第2836号

パシフィックコンサルタンツ株式会社
東京都多摩市関戸一丁目７番地５   TEL 042(372)7224

一級建築士 大臣登録 第282691号
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